
風
景
と
象
徴

|
|
広
島
県
尾
道
の
坂
と
映
画
『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』
|
|

小
論
は
風
景
の
本
質
を
探
る
試
み
の
一
環
で
あ
る
。
小
論
で
は
特
に
、
風
景

に
お
け
る
象
徴
的
な
存
在
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
、
を
考
察
す
る
。
考

察
の
具
体
的
対
象
と
な
る
象
徴
的
風
景
は
、
「
広
島
県
尾
道
市
の
坂
」
(
宜
莫
1
・

2

・3
)
で
あ
る
。
考
察
の
方
法
に
つ
い
て
は
他
で
考
察
し
た
の
で
、
紙
数

に
限
り
の
あ
る
小
論
で
は
、
そ
の
手
順
の
み
を
前
以
て
記
す
に
と
ど
め
釘
r

い
う
ま
で
も
な
く
本
質
は
普
遍
性
、
す
な
わ
ち
目
的
論
的
共
通
性
を
有
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
考
察
は
こ
の
方
向
を
目
指
し
て
論
理
的
に
遂
行
さ
れ
る
。
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写真 1:尾道の坂・東土堂町

他
方
、
我
々
の
認
識
に
は
例
え
物
質
的
根
拠
で
あ
っ
て
も
主
観
的
な
特
殊
性

が
付
き
ま
と
う
。
そ
の
特
殊
性
を
排
除
す
る
為
に
小
論
で
は
現
象
学
的
還
元

信
ぽ
芸
似
ロ
O
B
S
o
E性田口
Z
H
H
a岳
民
Oロ
)
を
遂
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
は

じ
め
に
考
察
の
手
掛
か
り
と
な
る
主
観
的
表
象
お
よ
び
映
像
の
象
徴
的
表
現
の

一
例
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
映
画
に
お
け
る
尾
道
の
坂
の
意
味
を
考
察
す
る
。
そ

の
場
合
、
箱
庭
療
法
や
芸
術
療
法
に
見
ら
れ
る
象
徴
的
意
味
の
把
握
の
仕
方
を

利
用
す
る
。
次
に
、
一
連
の
現
象
学
的
還
元
と
し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
の
内
容
や

方
法
の
持
つ
特
殊
性
を
排
除
す
る
為

に
、
歴
史
的
事
実
を
考
量
す
る
。
前

後
の
考
察
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
個

別
的
性
格
を
持
つ
尾
道
の
坂
の
本
質

的
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。

写真2:尾道の坂・東久保町

荒

木

正

見

写真3:斜面に建つ住宅・西土堂町

映
画
『
さ
び
し
ん
ぼ
党
』

に
お
け
る
坂

映
画
『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』
は
、
メ

ガ
ホ
ン
を
と
っ
た
大
林
宣
彦
監
督
の
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故
郷
、
尾
道
で
撮
影
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ま
ず
、
映
画
の
テ
l
マ
で
あ
る
が
、
こ
の
映
画
の
原
作
『
な
ん

だ
か
へ
ん
て
こ
』
(
山
中
恒
作
・
借
成
社
・
一
九
七
五
)
の
文
庫
版
(
一
九

八
五
)
の
解
説
に
大
林
監
督
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
ひ
と
が
ひ
と
を
恋
う
る
と
き
、
ひ
と
は
だ
れ
で
も
〈
さ
び
し
ん
ぼ
う
〉
に
な

る
。
|
|
こ
れ
が
、
こ
の
映
画
に
託
し
た
ぼ
く
の
想
い
で
あ
る
。
母
の
体
内
で

醸
造
さ
れ
た
こ
の
少
年
の
永
遠
の
想
い
が
、
や
が
て
ひ
と
り
旅
立
つ
と
き
の
さ

び
し
さ
を
、
ひ
と
を
恋
う
る
心
と
同
化
さ
せ
な
が
ら
、
ぼ
く
は
描
い
て
み
た
か
っ

た
の
だ
。
」
(
一
七

O
頁
)

こ
の
映
画
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
に
適
切
に
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
テ
l
マ
に
従
っ
て
こ
の
映
画
を
見
終
わ
っ
た
時
、
我
々
は

ひ
と
つ
の
矛
盾
に
気
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
母
の
十
六
歳
の
時
の
化

身
と
し
て
の
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
(
タ
ツ
コ
)
に
も
、
永
遠
の
マ
ド
ン
ナ
と
し

て
の
憧
れ
の
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
(
橘
百
合
子
)
に
も
別
れ
を
告
げ
た
は
ず
な

の
に
、
未
来
図
と
し
て
の
ラ
ス
ト
シ
l
ン
で
は
、
主
人
公
ヒ
ロ
キ
と
百
合
子
と

が
結
婚
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、

大
林
監
督
は
ま
ず
、
「
観
客
に
謎
か
け
を
し
た
。
」
(
一
九
八
九
・
九
・
二
ハ
談
)

と
芸
術
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ
、
更
に
筆
者
の
論
理
的
な
謎
解
き
、

即
ち
「
別
れ
を
告
げ
た
の
は
物
理
的
な
誰
か
に
で
は
な
く
、
少
年
の
日
の
恋
す

る
心
に
で
は
な
い
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
映
画
の
感
動
の
在
り
か
は
ま
さ
に
そ

の
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
よ
と
い
う
解
釈
に
賛
意
さ
れ
た
(
同
)
。
こ
れ
は

先
の
解
説
で
、
山
中
恒
作
品
の
魅
力
を
「
純
粋
な
心
理
劇
」
と
し
て
読
み
解
く

と
述
べ
、
常
に
象
徴
的
表
現
を
重
視
す
る
大
林
監
督
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
る

と
も
言
え
よ
う
。

で
は
、
映
画
で
尾
道
の
坂
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

映
画
の
テ
l
マ
が
、
少
年
の
日
の
恋
す
る
心
へ
の
別
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
潜
在
的
コ

l
ド
と
し
て
、
「
成
長
」
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
「
坂
」
は
心
理
学
的
な
意
味
と
し
て
捉
え
る
場
合
、
例
え
ば
映
像
的

な
表
現
を
媒
介
と
し
て
内
面
的
深
層
を
理
解
し
た
り
遊
戯
療
法
的
な
治
療
手
段

と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
箱
庭
療
臨
」
や
、
ま
た
類
似
的
な
分
析
方
法
の
「
夢
分

析
」
な
ど
で
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
坂
」

は
過
程
や
過
渡
的
状
況
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
そ
の
状
況
の
前
後
、

映
像
的
に
は
立
体
的
な
上
下
が
問
題
に
な
る
が
、
大
ま
か
な
構
図
と
し
て
、
上

部
は
意
識
的
傾
向
性
(
フ
ロ
イ
ト
心
理
学
に
お
け
る
「
二
次
過
程
」
で
あ
り
、

ま
た
ユ
ン
グ
の
定
義
で
は
、
意
識
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
心
的
内
容
が
自
我
に
対
し

て
持
つ
繋
が
り
で
、
同
時
に
そ
の
繋
が
り
が
自
我
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
て
い
る

場
創
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
論
理
的
理
性
的
傾
向
性
、
現
実
志
向
的
社
会
的
傾

向
性
、
な
ど
。
)
、
下
部
は
無
意
識
的
傾
向
性
(
フ
ロ
イ
ト
心
理
学
に
お
け
る

「
一
次
過
程
」
、
ま
た
ユ
ン
グ
の
定
義
で
は
、
無
意
識
は
「
明
確
に
自
覚
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
は
自
我
と
繋
が
り
を
持
た
な
い
総
て
の
心
的
内
容
や
心
的
過
酷
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
論
理
的
感
情
的
傾
向
性
、
感
性
志
向
的
非
社
会
的
傾
向

性
、
な
ど
。
)
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
、
こ
の
意
識
的
傾
向
性
お
よ
び
無
意
識
的
傾
向
性
と
の
対
比
的
構
造

と
、
「
成
長
」
も
し
く
は
「
人
格
発
達
」
と
い
う
概
念
が
結
び
つ
く
時
、
「
退
行

と
再
構
成
(
再
統
合
)
」
と
い
う
心
理
学
的
概
念
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

「
退
行
(
円
晶
吋
冊
目
白
山
O
ロ
)
」
は
、
無
意
識
的
傾
向
性
へ
の
心
身
の
運
動
や
心

身
の
移
行
で
あ
る
(
心
身
の
区
別
は
本
来
は
有
り
得
な
い
。
)
。
構
造
的
に
は
意

識
と
無
意
識
の
境
界
が
暖
昧
に
な
り
、
一
種
の
混
乱
状
態
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
耗
状
態
と
な
る
。
行
動
と
し
て
は
幼
児
的
に
な
り
、
感
情
的
、
動
物
的
、

直
接
行
動
的
に
な
り
、
ま
た
、
病
的
な
場
合
に
は
神
経
症
な
ど
に
陥
る
。
し
か
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し
ま
た
、
こ
の
混
乱
状
態
に
お
い
て
適
切
な
指
示
や
教
育
と
い
っ
た
知
的
刺
激

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
充
が
行
わ
れ
れ
ば
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
ま
と
ま
り
、

「
再
統

A
E
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
統
合
へ
の
心
身
の
運
動
や
移
行
は
構
造
的

な
シ
ス
テ
ム
の
「
再
構
成
」
で
あ
り
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
再
構
成
が
「
成

長
」
で
あ
り
「
発
達
(
胃

omgg-oロ
)
」
で
あ
る
。
一
般
に
、

Jomgg-oロョ

の
対
語
と
し
て

J
g
m円
0
8
8
3が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
小
論

で
は
上
の
構
造
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
、
こ
の
「
再
構
成
」
や
「
再
統
合
」

と
い
う
語
を
主
と
し
て
用
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
人
間
の
成
長
に
は
、
反
抗
期
の

よ
う
に
退
行
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
新
し
い
可
能
性
を
聞
き
、
ま

た
対
立
的
要
因
を
統
合
す
る
こ
と
で
成
長
す
る
。
つ
ま
り
む
し
ろ
、
退
行
と
再

構
成
を
繰
り
返
す
こ
と
で
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
先
に
筆
者
は
、
物
語
分

析
の
一
環
と
し
て
日
本
の
昔
話
を
分
析
し
、
元
型
的
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
、
人

格
の
完
成
を
意
味
す
る
「
英
雄
の
成
立
(
多
く
の
場
合
結
婚
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
。
)
」
の
直
前
に
「
冒
険
」
と
い
う
混
乱
の
時
期
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
対
立
的
要
因
が
統
合
さ
れ
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が

(
拙
著
『
昔
話
と
人
格
発
達
|
|
コ

l
ド
分
析
試
論
|
|
』
、
九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
八
五
)
、
退
行
と
再
構
成
の
過
程
は
、
英
雄
の
冒
険
か
ら
結
婚
へ
と
い
う

過
程
と
類
比
を
為
す
と
も
言
え
よ
う
。

か
く
し
て
、
「
坂
」
と
「
成
長
」
と
が
、
そ
の
象
徴
的
意
味
に
お
い
て
結
び

つ
く
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
個
別
的
映
画
と
し
て
の
「
さ
び
し
ん

ぼ
う
」
は
、
こ
れ
ほ
ど
単
純
に
図
式
化
さ
れ
て
描
か
れ
る
訳
で
は
な
い
し
、
映

画
作
者
は
こ
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
製
作
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
他
方
、

わ
れ
わ
れ
の
心
を
打
つ
秀
作
映
画
だ
か
ら
こ
そ
、
上
記
の
元
型
的
意
味
が
潜
在

的
に
内
包
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
岡
田
晋
著
『
映
像
学
・
序
説
|
|
写
真
・
映
画
・
テ
レ
ビ
・
眼
に
見
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え
る
も
の
|
|
』
(
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
)
で
は
、
映
画
を
物
理
現

象
と
し
て
細
切
れ
に
す
る
様
々
な
コ

l
ド
群
を
否
定
し
て
、
映
画
と
い
う
意
味

作
用
を
、
い
わ
ば
「
語
る
」
と
「
聴
く
」
と
の
一
対
の
関
係
と
し
て
捉
え
、
そ

こ
か
ら
生
じ
て
く
る
精
神
分
析
や
神
話
を
利
用
し
た
分
析
の
可
能
性
へ
と
道
を

聞
い
て
い
る
(
一
八
三
頁
)
。
小
論
で
は
い
ず
れ
そ
の
方
法
自
体
に
も
現
象
学

的
還
元
に
お
け
る
判
断
中
止
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
面
の
分
析
の
根
拠

は
ま
さ
に
こ
の
立
場
と
一
致
す
る
。

以
下
の
考
察
は
こ
の
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
、
映
画
の
構
成
の
中
で
尾
道
の
坂

が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
こ
の
場
合
、
心
理
構
造

に
着
目
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
が
、
具
体
的
な
映
画
の
内
部
構

造
と
類
比
を
な
す
こ
と
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
、
方
法
と
し
て
の
判
断
中
止
が

遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
映
画
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
は
、
シ
ナ
リ
オ
に
よ
れ
郎
、
一
二

O
の
カ
ッ

ト
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
流
れ
は
、
「
主
人
公
の
男
の
子
の

一
人
称
映
画
に
し
て
、
客
観
的
な
、
肉
体
的
存
在
を
沫
消
し
て
し
ま
う
」
(
大

林
監
督
談
、
「
シ
ナ
リ
オ
」
恥
四
四
二
、
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
、
一
九
八
五
)

と
さ
れ
、
ま
た
、
先
に
述
べ
た
テ
l
マ
か
ら
も
、
主
人
公
ヒ
ロ
キ
の
成
長
の
流

れ
で
も
あ
る
。
映
像
の
中
の
尾
道
の
坂
は
、
主
人
公
の
成
長
に
潜
在
的
に
重
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
ま
ず
、
そ
の
全
カ
ッ
ト
を
場
所
ご

と
に
ま
と
め
た
の
が
、
[
表
1
]
で
あ
る
。
な
お
、
大
体
の
内
容
と
、
筆
者
が

映
像
を
手
が
か
り
に
調
査
し
た
尾
道
で
の
実
際
の
地
名
を
も
附
記
し
て
お
く
。
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タと の れ し、 る 戯 自 てコ 降写 趣少さ体 略。 。

51 48 47 46 43 41 40 39 38 37 36 34 31 30 

52 49 44 42 35 32 

50 45 33 

フ のフ
商庖街

王時Z 道山

語寺下
願西 尾道

属事
ニE 道エ

山 寺本 西高

四 乗
乗場り

四 堂 校 の
-っ

場り
てコ 間

角 角

" 
上向 上向 E街なり jfI l 品震町日 頂下岡山直 車望

上向 上向 上向 尾道 上向

校北高

ど 本適 口

閣の援こ ス か百
る。 追てつ 転車自

後を オ福 オだ校 登明 走 う れ タ に で 母
事件 三人

タ ツ
く勘助つ キ

去ず 合子
。引

来ず が 則 るU 海女 降り
。をツ 聞つ は 、 ツ コ

が 違、そ 、ソ 追大の 、違 母コ fよヒ にの コ
、ーノ
'-

祖いヒり プ る、 町の ても混仕 三反 子 り (出 。いロ な悪 を
現出し

。
かキ 処り 戯発 探母。ロ帰 ヒ

じゆ 百合 乱事 人の 高 て 夕現
母 キ宅 て ロ 。lこ の待 を く y 。 とヵま す

眠の を 。 登 キ う子 百励 うち 遠 る 子祖 父修 分考 カま

り過道祖 る
。

謎
ひ の 合む ち 合 く )母 (行 さ

込去了母
。

道の れ
。

気 た後 子カ カわ 見 とは
セをとの 付 走を のズ ズせ て いそ Z齢

る
。
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[表
1
]
映
画

『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』

各
カ
';1 

ト
に
お
け
る
場
所
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67 66 65 64 63 62 61 59 58 55 53 

60 56 54 

57 

主音 警
フ

願西寺 雇喜 西願寺 フエ 並町 尾道
フ

エ :<. 

リみ
西高校一 l と

管 乗
室階自 室階自 乗場り 乗場り. 

場り
境内

上同
セ

上向 海岸通
セ

上向
セ

海岸通 海岸通ツ 、':1 ':1 

ト ト ト
り り り

な
ど

喜り 素恵大混乱 の勉 冬休み T召還 学適の
ツ仲さ

冬休 町を
の去タ う 「 送 走 キ カ る。 通

早朝由主主 母後勉ぽ前 強 コ間び
様子を を ツ

;ぉ売っ にズ 学 、に強ん

で、 指導 事もし み見 冨コ l て 悪時 ォと す 急タをや
タ

」い2遠ん 己下
気遺 う 出

己いき る に 2強りの ツ 母に わいぼ ろ 。現 、て 百
心配現出手ピコ とき 誰は れ孤ぅ し う母、し、 さ 百 {5 

と タた もい ない拙憲の ー「 び合 子 にるノ
し y ーマ いな 。短 退 ヒ母 し子 を な混母練
ん コ ス なし、

タ詩。
屈 ロの んを 見 る乱の習

み 、コ し、。 な キ 過 ぼ見 ロ 守 。背

96 94 93 92 89 88 86 84 83 81 80 77 74 71 68 

95 90 87 85 82 78 75 72 69 

91 79 76 73 70 

向島 向島

量寺霊 直寺書 童書
尾道

屋125書の の
高校西

岸海
さ フへ 四 の
な の エの つ 坂

、._/

港町 道坂 リl道と 角
部の 及び

上向 因島 向島 上向 上向 上向 上向 西願寺

熊田
津部田

会え ツタ
ず百 子の坂

タ方の 渡る。 百子合 連ま 百合転車自
コなタ わリ母 い母 しり乱過タル母

別，，， 1手、、 は憧を は L、ツ れにみ
評判う 気のが

た カ 。去を ツ ヱ の
るコ

妻を れ登
ん子 雪よコ 守混ん ま ル 祖 コ ・ 旧

と をり 護 2干主くT 。と が
うに タ 母 露暴がユ友

すヒ 家 語語つ 会い 故障 誉の言う 母を
。の 変 害。 、は 現キ母

ぐロ ま る るつ む タ前 に 況状室自しわミ子にキ
で が右 向 、し 毛が混 ツで

皇
な 合れ)(

去を
送 、の 島 そて 、乱 コゴ マコ にでい全来訪 雨宅待 り 百顔 -̂ のい タさ もキ た 適ひ大員 野

ち、 せ 合へ と まる ツせ 現プ 'コ と 合と混で テ
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108 107 106 105 104 103 102 100 99 98 97 

109 101 

フ
道山 フ

3二 エ

官 四 乗
乗場り'つ

場り
脱衣

角

上同 上向
セ

上向 向上 上向

量喜校
上向 上向 上向、':;

ト

口

の母、父、 尋ね の泣 の夕消え日れ百
駆登け 見回す

し、
己かの 百子合

コカ てツのカ霊 ら 百 ツ 走 て祖
前 「き 来由ツ の合 り のズ コ付ズ ん合 コり 婦毛母ので着語 売 さ な い こオ をきオに ふ子 寂し 出て
考えー がえ-ιυ ーJ 

びが
コ11 る手紙子か る ÌJ~ り は と、 ひ 合 、 も えに 豆

しら さと ら 。誰 と L、 をマ きいマぼ? 挨 げ行 ま
るをこ んピ ぴ雪タ贈 も 登 な

榔撒す コト
あのコん 拶 にく き。と

ぼア し ッり L、 'コ L、 い悪トや す 塁姿 の持 を 。

更語 うノ んぽ ーー蜘1".1 な て にさ、り る るを、 影
く ー「

宅タ
L_。 L、 幻 茶を最す カf

銭る。
もと

る
。

を母 文明別
。

な ツ 化タ近モ 知 タ。

119 118 117 116 115 114 112 111 

120 113 

間車霊堂 草寺下
フ

向島 向島 向島
フ

;s:. ;s:. 

の の の

海岸 さ 岸海
四. . つ の な の

応接 石段 角
坂道

港
坂道

町

上向 上向 上向 上向 上向 向島 因島 向島 上向

津部田
熊田 津部回

ルノ れら未来。 大人七子」分 し 母 び、 ツ雨 て雨 雨 雨 とり子生 てプ 島向。ののに 畿のん コの 「さ の の の 去 -， 活苦 行く。 ゼレ上曲左 にの心のぼ朝 そ。中 つ右オ " 
にをの妻 な写真の写真 うの し庇に f 主中 てのルを ン

。

あ事事顔の む弘 適 11 掃除 てつう い四歯ゴ偲ば ト

のくを百~ コ をいを十/， 望てず 九だ l
の

オ娘見 L;撒 あ 拾 で る 抱 く
iぎ

けルせ
包毒ル。せ子 いいう歳「 。くま Lう-。 立長1::. 見をる

ゴピ、が て。。のさ とる て受百
1ア別傍 は十母自び 喜タ -っ 」 取 合 'コ

[表
1
]
、
シ
ナ
リ
オ
、
そ
し
て
映
画
そ
の
も
の
で
示
さ
れ
る
主
人
公
ヒ
ロ

キ
の
成
長
過
程
は
、
共
時
的
視
点
か
ら
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が

出
来
る
。
す
な
わ
ち
映
画
の
全
体
は
ヒ
ロ
キ
の
成
長
に
集
約
さ
れ
る
と
し
て
、



無
時
間
的
な
相
関
関
係
で
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
を
活
用
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
時
、
先
に
述
べ
た
「
退
行
」
が
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
る
。
特
に
こ
の
映

画
の
場
合
、
「
悪
戯
」
や
「
混
乱
」
で
退
行
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
必
ず
ヒ
ロ
キ
の
新
た
な
成
長
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
成
長
の
契
機
は
、
モ
チ
ー
フ
場
面
と
し
て
の
カ
ッ
ト

1
↓
5
で
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
恋
愛
で
あ
る
。
そ
れ
も
カ
ッ
ト
川
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
母
親
的

女
性
像
を
内
面
に
同
一
化
し
て
い
く
ま
で
の
思
春
期
の
一
傾
向
性
に
限
定
さ
れ

た
徹
底
的
な
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
プ
で
あ
る
。
こ
の
極
め
て
当
然
な
、
そ
れ
だ

け
に
映
画
に
な
り
に
く
か
っ
た
テ
l
マ
を
、
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
で
は
、
く
っ

き
り
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
そ
れ
は
、
構
造
的
に
整
然
と
し
て
い
る
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

以
上
の
点
に
着
目
し
て
、
ヒ
ロ
キ
の
成
長
を
追
っ
て
み
た
の
が
[
表
2
]
で

あ
り
、
こ
の
[
表
2
]
で
は
ひ
と
り
の
少
年
の
成
長
パ
タ
ー
ン
が
知
実
に
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

[表
2
]
ヒ
ロ
キ
の
成
長(

*
人
格
発
達
の
図
式
は
エ
リ
ク
ソ
ン
の
誌
を
参
照
。
)

カ
ッ
ト

成

長

唱

E
-
f
tム
V
F同
U

モ
チ
ー
フ
。
両
親
に
対
す
る
同
一
的
認
識
の
欠
如
を
示
唆
。
エ
リ
ク
ソ
ン
に

よ
れ
ば
こ
の
同
一
的
認
識
の
確
立
は
一
般
に
「
青
年
期
」
の
特
徴
。
そ
の
確

立
の
為
に
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
「
学
齢
期
」
「
遊
戯
期
」
「
前
児
童
期
」
「
乳
児

期
」
と
遡
行
す
る
様
々
な
段
階
を
自
分
の
も
の
と
し
て
統
合
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
「
青
年
期
」
の
後
に
来
た
る
べ
き
「
前
成
人
期
」
「
成
人
期
」

「
成
熟
期
」
へ
と
発
達
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
ス
ト
ー
リ
ー

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
必
然
性
を
も
っ
て
登
場
し
、
主
人
公
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
傷
つ
き
つ
つ
も
乗
り
越
え
て
い
く
。
も
う
ひ
と
つ
の
モ
チ
ー
フ
は
恋
愛
で

あ
る
。
こ
れ
は
性
器
性
を
伴
う
「
前
青
年
期
」
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

風景と象徴91 

•••••• 
6
↓
日

aaτitvFhu 

'
i

、'i

F
O
I
L
v
n
d
 

'
i

、の
4

a
a
τ
l
L
F
A
U
 

n
，u
l
J
J
d
 

唱

i
F
η
t

q
d
l
J
4
0
 

-
E

・E
・---

。口

'
n
f

n
d
l

、aaτ

自
分
自
身
の
内
面
的
女
性
像
の
確
認
と
い
う
意
味
で
の
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
も

の
。
当
然
な
が
ら
最
も
身
近
に
い
る
異
性
と
し
て
の
母
親
を
モ
デ
ル
と
す
る

も
の
で
、
「
青
年
期
」
特
有
の
現
象
。

悪
童
ぷ
り
は
、
内
容
的
に
は
後
の
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
出
現
の
伏
線
と
な
る

が
、
人
格
発
達
的
に
は
「
遊
戯
期
」
(
追
い
か
け
た
り
し
て
遊
ぶ
)
や
「
学
齢

期
」
(
共
同
作
業
を
す
る
)
で
獲
得
す
べ
き
行
動
の
未
熟
さ
の
現
わ
れ
。

ヌ
ー
ド
写
真
は
「
前
青
年
期
」
の
兆
し
。
「
別
れ
の
曲
」
の
謎
は
、
母
の
ヒ
ロ

キ
に
対
す
る
同
一
性
の
混
乱
で
あ
る
こ
と
が
や
が
て
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ

れ
は
共
時
的
に
は
、
主
人
公
ヒ
ロ
キ
自
身
の
内
面
的
女
性
像
の
混
乱
(
日
大

人
に
対
す
る
未
知
感
)
で
も
あ
る
。

子
供
じ
み
た
悪
戯
は
や
は
り
「
遊
戯
期
」
お
よ
び
「
学
齢
期
」
的
未
熟
。
状

況
と
し
て
は
最
も
幼
い
(
退
行
)
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
は
変
化
(
再
構
成
)

の
兆
し
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
続
く
女
性
的
要
因
と
の
接

近
で
、
徐
々
に
成
長
し
て
い
く
。

ふ
た
つ
の
女
性
的
要
因
と
の
接
近
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
母
の
青
春
に

つ
い
て
の
聞
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
母
の
同
一
性
の
問
題
に
起
因
し

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
共
時
的
構
造
か
ら
も
同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

因
み
に
同
じ
理
由
で
後
に
訪
れ
る
別
れ
も
同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

そ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。

先
の
幼
児
的
退
行
に
対
す
る
社
会
的
制
裁
H
幼
児
的
退
行
の
最
底
部
が
示
さ

れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
本
格
的
な
再
構
成
の
時
期
が
訪
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

再
構
成
の
方
向
性
と
し
て
、
「
修
行
の
齢
」
(
「
成
人
期
」
の
テ
1
7
)

が
語
ら

れ
る
。
ま
た
、
祖
母
(
ユ
ン
グ
心
理
学
に
お
け
る
老
賢
人
、
常
に
真
実
を
言

う
。
)
が
、
ヒ
ロ
キ
を
そ
の
父
と
間
違
え
、
タ
ツ
コ
を
母
と
い
う
よ
う
に
、
ヒ

ロ
キ
が
外
見
上
は
大
人
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
面
的
女
性
像
(
ユ
ン
グ
心

理
学
に
お
け
る
ア
ニ
マ
)
と
し
て
の
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」
が
母
の
姿
に
近
づ

い
た
〈
共
時
的
に
は
、
観
客
に
は
そ
う
だ
と
知
れ
る
。
)
こ
と
を
示
唆
。

右
と
同
じ
退
行
の
最
低
部
の
混
乱
と
、
再
構
成
の
方
向
と
が
、
反
復
。
こ
れ

は
物
語
や
夢
、
箱
庭
表
現
な
ど
を
分
析
す
る
場
合
に
着
目
す
べ
き
強
調
の
手

法
、
「
テ
l
マ
の
反
復
」
に
当
た
る
。
同
時
に
対
比
の
手
法
も
用
い
ら
れ
て
、

職
業
を
持
つ
大
人
の
姿
(
「
成
人
期
」
)
は
カ
ズ
オ
が
、
内
面
的
女
性
像
は
百
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合
子
が
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
前
成
人
期
」
で
獲
得
さ
れ
る
べ
き
親
密
さ

に
は
ほ
ど
遠
い
。

同
叩
↓
町
一
百
合
子
と
の
関
わ
り
は
進
展
し
な
い
も
の
の
、
退
行
を
意
味
す
る
混
乱
と
そ

一
の
後
に
く
る
ヒ
ロ
キ
の
大
人
び
て
い
く
行
動
と
の
セ
ッ
ト
で
表
さ
れ
る
様
々

一
な
異
常
事
態
(
テ
l

マ
を
暗
示
す
る
手
法
)
を
通
し
て
、
タ
ツ
コ
と
母
と
の

一
同
一
性
が
続
々
と
露
わ
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
成
長
は
、
他
方
で
は
単
な
る

一
仲
間
集
団
と
の
疎
遠
感
(
「
青
年
期
」
か
ら
「
前
成
人
期
」
へ
の
移
行
)
や
孤

一
独
感
(
「
前
成
人
期
」
の
課
題
)
と
し
て
示
さ
れ
る
。

回
↓
W
一
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
真
実
を
言
う
祖
母
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

、
心
の
真
偽
が
問
わ
れ
る
場
面
。
百
合
子
と
親
密
に
は
な
る
が
、
「
顔
の
右
側
」

一
だ
け
に
寄
せ
る
心
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
「
前
成
人
期
」
に
到
達
し
よ
う
と

一
し
て
出
来
な
い
未
熟
さ
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
同
時
に
ヒ
ロ
キ
の
内
面
的
同

二
性
の
象
徴
で
あ
る
タ
ツ
コ
も
同
一
化
し
た
い
こ
と
を
態
度
で
示
し
な
が
ら

一
も
す
ぐ
去
っ
て
い
く
。

mm
↓
町
一
未
熟
さ
か
ら
の
別
れ
を
示
唆
。
自
分
の
総
て
を
見
せ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
や
差

一
恥
心
は
、
内
面
的
構
造
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
(
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
)
の
現

一
わ
れ
。
ヒ
ロ
キ
の
内
面
的
女
性
像
の
投
影
と
し
て
の
百
合
子
の
態
度
は
、
ヒ

一
ロ
キ
の
未
熟
さ
で
も
あ
る
。
他
方
、
映
画
の
テ
1

7
は
成
長
し
て
い
く
こ
と

一
の
寂
し
さ
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
タ
ツ
コ
も
消
え
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ

一
の
カ
ッ
ト
を
貫
く
悲
し
さ
は
や
は
り
退
行
の
ひ
と
つ
の
形
態
。

間
↓
四
一
右
の
退
行
を
再
構
成
す
る
為
の
目
的
論
的
方
向
性
の
示
唆
。
入
浴
の
シ
l
ン

一
は
、
大
林
監
督
に
よ
れ
ば
当
初
台
詞
の
な
か
っ
た
父
役
の
小
林
稔
侍
に
敢
て

一
当
て
は
め
て
作
っ
た
結
婚
に
関
す
る
語
り
が
当
を
得
て
い
る
。
ヒ
ロ
キ
に
と
っ

一
て
結
婚
H
人
格
の
完
成
は
遠
い
。

川
↓
山
一
一
一
つ
の
女
性
像
と
の
訣
別
。
百
合
子
は
「
右
の
顔
だ
け
」
、
タ
ツ
コ
は
十
六
歳

-
が
終
わ
る
か
ら
、
と
い
ず
れ
も
が
大
人
に
な
る
こ
と
が
な
く
去
っ
て
い
く
。

一
我
々
に
と
っ
て
も
悲
し
い
の
は
、
我
々
自
身
も
経
験
し
、
絶
対
に
逆
ら
え
な

一
い
成
長
と
い
う
至
上
の
力
に
よ
っ
て
自
ら
過
ぎ
て
し
ま
う
か
ら
。
成
長
は
何

一
か
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
総
て
を
痕
跡
と
し
て
持
ち
続
け
る
が
、
過
去
の

一
段
階
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
辛
く
寂
し
い
。

118 
と
こ
ろ
で
、
[
表

2
]
で
示
さ
れ
る
こ
の
典
型
的
な
成
長
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、

尾
道
の
坂
は
注
意
深
く
忍
び
込
ん
で
い
る
。
即
ち
、
[
表
1
]
に
よ
れ
ば
、
ヒ

ロ
キ
の
い
る
場
所
は
示
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
個
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
個
所

の
う
ち
、
坂
道
(
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
石
段
)
は
、
お
お
む
ね
先
に
述
べ
た

過
程
や
過
渡
的
状
況
、
す
な
わ
ち
成
長
そ
の
も
の
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
を
意
味

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
退
行
の
混
乱
状
態
」
や
「
再
構
成
の
目
的
」

と
い
っ
た
同
一
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
内
容
は
坂
以
外
の
シ

l
ン
で
描
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

先
の
考
察
に
従
っ
て
主
な
坂
(
お
よ
び
石
段
)
の
シ

l
ン
を
確
認
し
て
み
よ

，つ。①
[
山
道
]
(
写
真
4

・5
・6
)

カ
ッ
ト

1
↓
5
で
は
、
映
像
的
に
ヒ
ロ
キ
が
静
止
し
、
下
界
の
風
景
を
映
す

こ
と
で
、
モ
チ
ー
フ
を
提
起
し
、
観
客
の
心
理
に
最
初
の
動
き
を
与
え
る
。

カ
ッ
ト
却
は
、
上
り
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
幼
児
的
退
行
の
最
底

部
の
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
、
来
た
る
べ
き
再
構
成
を
暗
示
さ
せ
る
動
き
の
中
に

明
海
女
子
高
校
を
映
し
、
再
構
成
の
契
機
と
し
て
の
女
性
的
要
因
を
示
唆
す
る
。

な
お
、
こ
の
後
辿
り
着
く
竜
王
山
山
頂
付
近
は
、
映
画
中
最
高
地
点
で
あ
り
、

現
実
に
も
古
い
山
城
の
跡
で
現
在
は
大
規
模
な
が
ら
日
頃
は
無
人
の
神
秘
的
な



霊
場
で
あ
る
。
心
理
的
再
構
成
の
統
合
の
基
準
に
し
ば
し
ば
神
秘
的
な
対
象
を

用
い
て
、
無
用
の
混
乱
を
避
け
る
の
は
箱
庭
療
法
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。カ

ッ
ト
問
は
下
り
で
あ
る
。
そ
の
段
階
で
の
女
性
的
要
因
と
の
別
れ
と
い
う
、

心
理
的
に
は
そ
れ
ま
で
の
自
分
が
一
度
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
向
か
っ

て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
[
山
道
]
は
、
上
り
H
再
構
成
の
契
機
、
下
り
H
退
行
の
契

機
、
と
い
う
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
海
女
子
高
校
を
見

下
ろ
す
位
置
関
係
を
も
加
味
し
て
、
こ
の
場
合
の
退
行
|
再
構
成
の
テ

l
マ

(
傾
向
性
)
は
、
百
合
子
に
象
徴
さ
れ
る
女
性
的
要
因
と
の
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な

出
会
い
で
あ
る
。

②
[
西
願
寺
下
四
つ
角
]

カ
ッ
ト
6
で
は
、

て
い
く
。

ヒ
ロ
キ
の
ま
だ
幼
児
的
段
階
を
暗
刀可
す
る

人
組
が
上
'コ
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写真4:竜王山登山口

カ
ッ
ト
お
で
は
、
こ
の
四
つ
角
の
心
理
的
意
味
が
示
唆
さ
れ
る
。
地
理
的
に

は
、
そ
こ
は
次
第
に
上
っ
て
明
海
女
子
高
校
へ
と
通
じ
、
下
っ
て
は
市
街
地
、

港
へ
と
通
じ
る
道
と
、
西
願
寺
山
門
か
ら
下
り
て
く
る
道
と
裏
(
墓
地
H
実
際

に
は
や
や
無
理
が
あ
る
が
。
)
か
ら
下
り
て
く
る
道
と
の
交
点
と
し
て
描
か
れ

る
。
す
な
わ
ち
心
理
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
ヒ
ロ
キ
の
価
値
観
を
育
ん
だ
西
願
寺

と
市
街
地
を
結
ぷ
線
に
、
百
合
子
の
精
神
世
界
が
交
錯
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

カ
ッ
ト
犯
で
は
、
ま
さ
に
、
百
合
子
と
出
逢
う
契
機
と
し
て
、
西
願
寺
か
ら

走
り
下
り
て
く
る
。

カ
ッ
ト
訂
で
は
、
百
合
子
を
見
か
け
た
嬉
し
さ
だ
け
で
ス
キ
ッ
プ
し
て
上
る
。

カ
ッ
ト
加
で
は
、
西
願
寺
か
ら
下
り
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
百
合
子
と
口
を
訊

き
、
そ
の
ま
ま
送
っ
て
い
く
。

カ
ッ
ト
酬
で
は
、
突
然
会
え
な
く
な
っ
た
百
合
子
の
こ
と
を
寂
し
く
思
い
な

が
ら
上
っ
て
く
る
。

カ
ッ
ト
山
で
は
、
決
定
的
な
別
れ
の
辛
さ
を
、
こ
こ
ま
で
上
っ
て
き
て
さ
ら

写真5:竜王山山頂付近

に
立
ち
止
っ
て
「
さ
び
し
ん
ぼ
う
」

と
弦
く
。

で
は
、

写真6:竜王山霊場

こ
の
よ
う
に
〔
四
つ
角
]

先
に
述
べ
た
心
理
的
意
味
そ
の
ま
ま

に
物
語
が
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
少

年
ヒ
ロ
キ
は
、
自
宅
か
ら
下
る
こ
と

で
、
フ
ェ
リ
ー
を
待
つ
な
ど
の
異
常

な
行
為
と
し
て
退
行
し
、
そ
こ
で
喜

怒
哀
楽
を
知
り
、
同
時
に
少
し
成
長

し
な
が
ら
ま
た
、
坂
を
上
る
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
退
行
l
再
構
成
の
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テ
ー
マ
は
、
百
合
子
そ
の
人
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
女
性
的

要
因
と
の
出
会
い
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

③
[
西
願
寺
山
門
下
石
段
]
(
写
真
7
)

カ
ッ
ト

7
は
、
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
石
段
を
急
ぎ
足
で
上
る
三
人
の
そ
の
直

後
の
行
為
が
、
ま
さ
に
こ
の
場
所
で
ひ
と
つ
の
終
結
を
迎
え
る
ド
ラ
マ
の
幕
開

け
と
な
る
。
そ
し
て
、
カ
ッ
ト
臼
で
石
段
を
下
っ
て
い
く
友
人
を
見
送
っ
て
主

人
公
ヒ
ロ
キ
は
ひ
と
り
留
ま
り
、
テ
ー
マ
の
発
現
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

カ
ッ
ト
mm
は
、
ヒ
ロ
キ
に
と
っ
て
、
百
合
子
と
う
ま
く
い
っ
た
嬉
し
い
帰
宅

で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
を
待
っ
て
い
た
タ
ツ
コ
は
寂
し
く
石
段
を
上
が
っ
て
消

え
る
。
一
見
た
だ
の
三
角
関
係
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
共
時
的
に
は
、
い
ず

れ
も
が
ヒ
ロ
キ
か
ら
去
っ
て
い
く
こ
と
を
既
に
示
唆
し
て
い
る
。

カ
ッ
ト
聞
は
、
百
合
子
と
会
え
な
く
な
る
こ
と
で
、
自
分
の
同
一
性
が
見
え

始
め
て
き
た
瞬
間
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
タ
ツ
コ
さ
え
い
な
い
。

カ
ッ
ト
山
は
、
自
分
の
心
が
や
っ
と
見
え
始
め
て
き
た
(
同
一
化
)
シ

l
ン

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
長
は
、
同
時
に
十
六
歳
に
留
ま
る
タ
ツ
コ
と
の
別

れ
を
意
味
す
る
。

カ
ッ
ト
国
は
、
タ
ツ
コ
と
母
タ
ツ
子
と
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
種
明

か
し
を
す
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
レ
ベ
ル
で
の
ヒ
ロ

写真7:酉願寺石段

キ
の
人
格
的
同
一
性
が

完
成
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、

石

段
]
は
、
タ
ツ
コ
と
の

感
情
の
交
流
に
よ
り
、

ヒ
ロ
キ
が
成
長
す
る
場

所
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
地
形
的
に
見
れ
ば
、
育
ま
れ
て
き
た
家
庭
か
ら
、
退
行

を
意
味
す
る
下
り
を
経
て
、
退
行
の
場
所
と
し
て
の
市
街
地
や
港
、
ま
た
、
家

庭
と
は
異
な
っ
た
価
値
観
を
も
っ
て
再
構
成
す
る
学
校
や
竜
王
山
、
向
島
な
ど

へ
と
出
て
い
く
坂
で
あ
る
。

ま
だ
未
熟
な
ヒ
ロ
キ
が
こ
の
石
段
を
必
ず
上
っ
て
家
庭
に
帰
っ
て
き
た
の
に

対
し
て
、
最
後
の
、
こ
の
段
階
で
の
人
格
的
統
合
を
獲
得
し
た
シ

l
ン
の
ヒ
ロ

キ
は
、
こ
の
石
段
か
ら
晴
れ
晴
れ
と
出
て
い
く
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
新
た

な
成
長
の
契
機
と
な
る
退
行
を
目
指
し
て
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
タ
ツ
コ
と
母

タ
ツ
子
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
母
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
成
長
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

④
[
向
島
の
海
岸
の
坂
道
]

カ
ッ
ト
問
で
は
、
こ
の
坂
は
緩
い
上
り
で
あ
り
、
こ
の
シ

l
ン
が
ヒ
ロ
キ
に

と
っ
て
最
高
の
時
で
あ
り
な
が
ら
、
百
合
子
の
現
実
と
自
分
の
一
面
的
な
思
い

と
が
合
わ
な
い
不
安
を
も
暗
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
心
理
分
析
で
は
島
が
時

と
し
て
新
し
い
価
値
観
を
象
徴
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
遥
か
な
海
の
風
景

を
美
し
く
見
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
の
ヒ
ロ
キ
に
は
そ
の
新
し
い
価
値
観

は
未
知
の
ま
ま
で
あ
る
。
百
合
子
は
自
分
の
現
実
を
絶
対
に
見
せ
な
い
。

カ
ッ
ト
山
で
は
上
と
同
様
、
緩
い
上
り
で
、
ま
だ
若
干
の
希
望
が
あ
る
。

カ
ッ
ト
山
は
、
最
後
の
望
み
も
断
た
れ
、
雨
の
中
を
下
っ
て
い
く
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
は
坂
の
緩
さ
が
救
い
に
な
る
。
観
客
は
ヒ
ロ
キ
の
成
長
に
そ
っ
と
声

援
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
島
は
特
殊
な
意
味
を
持
つ
が
、
や
は
り
、
坂
は
坂
な
り
の
表

現
を
見
せ
る
。

⑤
そ
の
ほ
か
、
[
西
願
寺
内
の
階
段
]
や
[
西
願
寺
墓
地
に
至
る
坂
]
、
ま
た
、

[
通
学
路
A
]
な
ど
が
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
い
ず
れ
も
、
退
行
l
再
構
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成
の
図
式
通
り
で
あ
る
こ
と
の
み
を
述
べ
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
坂
道
が
映
画
で
有
効
に
用
い
ら
れ
る
為
に
は
、
お
お

ま
か
な
地
形
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
映
画
製
作
者
に
と
っ

て
の
尾
道
で
も
あ
る
。
そ
の
地
形
を
図
式
的
に
描
い
た
も
の
が

る。

[図
1
]
で
あ

こ
の
[
図
1
]
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
こ
の
映
画

は
、
退
行
|
再
構
成
と
い
う
心
理
学
的
な
成
長
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
に
論
理

的
に
整
理
し
て
理
解
し
、
坂
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
架
空
の
尾
道
と
い
う
舞
台
に

的
確
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
否
む
し
ろ
映
画
製
作
者
の
優
れ
た
直
観
と
、

わ
れ
わ
れ
観
客
と
の
相
互
主
観
に
お
い
て
理
解
し
あ
え
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な

論
理
が
相
互
に
働
い
て
い
る
か
ら
だ
と
言
え
よ
う
。

[図1]映画『さびしんぼう』における架空の尾道

(説明の詳細は本文参照)

[図
1
]
と
現
実
の
尾
道
の
風
景
を
比
べ
た
時
、
両
者
の

異
同
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
異
同
こ
そ
が
、
ま
さ
に
現
実
の
尾
道
の
本
質
を

示
唆
す
る
筈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

尾
道
の
坂

映
画
『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』
は
、
尾
道
と
い
う
現
実
の
町
を
、
主
観
的
表
象
と

し
て
の
映
画
自
身
の
テ
l
マ
で
、
特
殊
な
解
釈
を
加
え
て
表
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
テ
l
マ
を
観
客
に
的
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
例
え
ば
「
退
行
」
と
い

う
コ

l
ド
(
潜
在
的
概
念
)
を
用
い
て
分
析
す
れ
ば
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
よ
う

に
、
間
(
相
互
)
主
観
性

(
E
g
a
d
z
o
r
t
i民
乙
に
お
い
て
整
然
と
理
解

で
き
る
普
遍
性
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
[
図
1
]
の
「
架
空
の
尾
道
」

で
の
坂
は
、
退
行
と
再
構
成
に
よ
る
成
長
過
程
の
象
徴
と
し
て
存
在
す
る
。
こ

れ
は
現
実
を
知
る
重
要
な
契
機
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
こ
の
架
空
の
尾
道

と
現
実
の
尾
道
と
を
比
較
す
る
と
、
映
像
的
に
は
、
尾
道
の
風
景
に
と
っ
て
最

も
本
質
的
な
「
坂
」
の
在
り
方
で
は
っ
き
り
と
異
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
別
の
角
度
か
ら
問
い
か
け
て
み
る
。
「
尾
道
に
は
数
多
く
の
寺

が
あ
り
、
い
く
つ
も
の
学
校
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
、
西
願
寺
と
日
比
崎
中
学
校

(
明
海
女
子
高
校
)
で
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
」
|
つ
ま
り
、

映
像
の
跡
を
実
際
に
辿
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
映
画
は
、
竜
王
山

か
ら
連
な
る
丘
陵
地
に
位
置
す
る
、
尾
道
と
し
て
は
や
や
後
に
住
宅
地
と
な
っ

て
い
っ
た
上
記
の
個
所
と
、
尾
道
中
心
部
の
住
宅
密
集
地
と
を
、
唐
突
に
結
び

付
け
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
日
比
崎
中
学
校
の
開
設
は
、
『
新
修

尾
道
市
史
第
六
巻
』
(
青
木
茂
著
・
尾
道
市
役
所
・
昭
和
五
二
年
)
に
よ
る

と
、
全
二
校
中
九
校
が
昭
和
二
二
年
開
設
、
一
校
が
昭
和
二
四
年
開
設
と
戦
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後
す
ぐ
で
あ
る
の
に
対
し
て
た
だ
一
校
、
昭
和
三
四
年
開
設
で
あ
る
(
三

O
六
ー

二
二
二
頁
)
。

し
か
し
、
先
程
の
分
析
か
ら
、
こ
の
解
答
は
容
易
で
あ
る
。
即
ち
、
双
方
の

背
後
が
す
ぐ
山
だ
か
ら
で
あ
る
。
箱
庭
表
現
ゃ
、
そ
の
他
の
映
像
分
析
に
お
い

て
こ
の
よ
う
に
立
体
的
な
地
形
を
表
現
す
る
場
合
、
一
般
的
に
「
退
行
」
は
生

活
の
中
心
(
西
願
寺
)
や
テ
l
マ
の
中
心
的
象
徴
(
西
願
寺
お
よ
び
明
海
女
子

高
校
)
と
い
っ
た
意
識
の
中
心
か
ら
下
降
す
る
こ
と
で
示
さ
れ
る
。
逆
に
そ
れ

ら
意
識
の
中
心
の
上
方
に
は
、
末
知
の
領
域
を
作
り
、
時
に
は
「
再
構
成
」
の

統
合
さ
れ
る
べ
き
目
的
(
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
に
は
神
秘
的
対
象
)

を
置
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
映
画
は
、
西
願

寺
内
部
に
お
け
る
主
人
公
の
女
性
的
要
因
の
同
一
性
の
混
乱
と
、
風
景
全
体
を

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
同
じ
混
乱
と
が
、
重
層
的
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
映
画
の
場
合
、
女
性
的
要
因
の
未
統
合
に
基
づ
く
ヒ

ロ
キ
の
退
行
(
異
常
行
動
)
は
、
愛
す
べ
き
友
人
た
ち
ゃ
教
師
た
ち
と
の
交
流

に
よ
っ
て
刺
激
さ
れ
る
物
語
な
の
で
あ
る
か
ら
、
論
理
的
に
は
市
街
地
(
数
多

く
の
家
々
は
家
庭
的
価
値
観
の
混
乱
を
示
唆
す
る
こ
と
が
多
い
。
)
で
起
こ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
学
校
で
の
大
混
乱
ゃ
、
町
を
駆
け
た
り
、
波
止
場
で

あ
て
も
な
く
待
っ
た
り
す
る
行
為
は
ま
さ
に
こ
れ
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

尾
道
西
高
校
が
、
明
海
女
子
高
校
に
比
べ
て
町
な
か
に
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
も
こ
の
点
に
よ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
西
願
寺
の
背
後
が
す
ぐ
山
で
あ
る
よ
う
に
、
寺
社
の
背
後
が

す
ぐ
山
で
あ
る
風
景
は
、
現
在
の
尾
道
の
中
心
部
に
は
少
な
い
。
勿
論
、
千
光

寺
や
浄
土
寺
の
よ
う
に
斜
面
の
全
体
を
山
頂
に
至
る
ま
で
境
内
と
す
る
寺
は
存

在
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
確
固
た
る
価
値
観
で
統
合
さ
れ
た
領
域
と
し
て
、

い
わ
ば
「
拓
か
れ
た
無
意
識
」
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
。

更
に
決
定
的
な
相
違
は
、
尾
道
駅

や
尾
道
港
、
土
堂
の
商
店
街
(
写
真

8
)、
市
役
所
を
核
と
し
た
中
心
部

で
は
、
地
形
的
に
は
、
西
願
寺
と
同

様
、
平
地
も
し
く
は
緩
や
か
な
斜
面

か
ら
急
に
険
し
い
斜
面
に
変
わ
る
境

界
上
に
多
く
の
寺
社
が
存
在
す
る
。

そ
れ
ら
寺
社
に
至
る
緩
や
か
な
斜
面

も
住
宅
地
で
は
あ
る
が
、
住
宅
地
は

更
に
そ
の
上
に
密
集
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
最
も
尾
道

ら
し
い
「
尾
道
の
坂
」
と
い
う
場
合
、
今
日
こ
の
険
し
い
斜
面
上
に
立
ち
並
ん

だ
住
宅
群
の
聞
を
縫
う
迷
路
の
よ
う
な
路
地
を
指
す
の
で
あ
る
(
「
通
学
路
A
」

の
三
軒
屋
町
な
ど
は
そ
の
典
型
。
)
。

そ
し
て
、
現
在
の
尾
道
の
坂
が
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
々
の
風
景
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
映
画
に
お
け
る
主
観
的
表
象
の
う
ち
、
普
遍
的
意

味
合
い
を
持
つ
側
面
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
本
質
的
意
味
を
持
つ
こ
と
は
疑
い

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
普
遍
的
意
味
合
い
と
は
、
心
理
学
的
な
言
い
方

を
す
れ
ば
、
既
述
し
て
き
た
よ
う
な
退
行
と
再
構
成
の
「
過
程
」
で
あ
り
、
そ

れ
も
、
可
能
性
と
と
も
に
神
秘
的
な
信
頼
感
を
抱
か
せ
る
背
後
の
山
と
、
眼
の

前
に
聞
け
て
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
海
お
よ
び
島
と
に
よ
っ
て
発
展
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
(
生
命
力
・
可
能
性
)
が
保
証
さ
れ
た
心
地
好
い
過
程
で
あ
る
。

そ
し
て
、
い
ま
論
理
的
に
推
し
進
め
れ
ば
、
映
画
と
の
差
異
に
お
い
て
、
山
頂

部
や
斜
面
の
開
発
が
よ
り
進
ん
だ
現
在
の
状
況
に
お
い
て
は
、
風
景
に
お
け
る

発
展
可
能
性
の
比
重
が
、
心
理
的
に
は
よ
り
重
く
海
に
傾
い
て
き
て
い
る
こ
と 写真8:中央商庖街・土堂 1丁目
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だ
け
は
指
摘
出
来
よ
う
(
映
画
で
は
、
新
し
い
可
能
性
の
在
り
か
と
し
て
の
島

を
向
島
に
設
定
し
た
が
、
現
実
的
に
は
よ
り
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

進
行
中
の
本
四
架
橋
・
尾
道
|
今
治
ル
l
ト
な
ど
は
こ
の
心
理
の
実
際
的
表
現

で
あ
る
と
も
言
え
る
。
)
。

と
こ
ろ
で
、
方
法
論
を
省
み
れ
ば
、
こ
の
心
理
学
的
解
釈
で
満
足
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
現
象
学
的
還
元
で
は
、
こ
の
解
釈
を
相
対
化
し
(
括
弧
に
入

れ
て
よ
り
本
質
的
な
意
味
へ
と
迫
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
尾
道
の
風
景
と
い
う
個
的
存
在
の
本
質
は
、
一
方
で
は
歴
史
の
流
れ

に
お
い
て
人
々
が
様
々
に
生
活
し
な
が
ら
自
然
に
形
成
し
て
い
く
方
向
性
と
し

て
示
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
小
論
で
は
先
に
述
べ
た
映
像
的
意
味
と
、
歴
史
的
事

実
を
遭
遇
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
こ
の
本
質
的
意
味
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
歴
史
は
、
先
に
示
さ
れ
た
住
宅
地
に
お
け
る
「
尾
道
の
坂
」
が
、

「
成
長
過
程
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
「
尾
道
の
坂
」
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
。
も
し

く
は
急
斜
面
の
住
宅
地
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
。

こ
こ
で
は
、
「
尾
道
の
坂
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

地
理
的
に
焦
点
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
特
徴

的
な
風
景
と
し
て
の
尾
道
の
坂
は
、
千
光
寺
山
(
=
ニ
七

m
)
の
西
、
南
、
東

斜
面
と
浄
土
寺
山
(
一
七
八

m
)
の
西
、
南
斜
面
を
含
む
地
域
と
考
え
て
よ
い
。

例
え
ば
、
先
の
類
推
の
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
る
絵
図
と
し
て
尾
道
市
重
要
文

化
財
「
紙
本
著
色
尾
道
絵
扉
風
」
(
浄
土
寺
蔵
・
安
永
三
年
目
一
七
七
四
)
が

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
絵
図
で
は
、
西
は
済
法
寺
、
東
は
海
龍
寺
ま
で

が
概
ね
町
の
区
域
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
堂
の
商
店
街
で
の
聞
き

取
り
で
は
、
戦
前
生
ま
れ
の
人
達
に
と
っ
て
尾
道
の
心
理
的
市
街
域
は
ほ
ぼ
先

の
範
囲
と
一
致
し
た
。
更
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
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の
町
制
施
行
時
に
は
、
旧
・
尾
崎
町
、
久
保
町
、
十
四
日
町
、
土
堂
町
、
東
御

所
町
、
西
御
所
町
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
三
軒
家
町
を
編
入
す
る
強
い
意
向
を

持
っ
て
い
た
。

で
は
、
こ
の
、
当
面
限
定
さ
れ
た
尾
道
は
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
現
在
の
風
景
と
、
先
の
「
紙
本
著
色
尾
道
絵
扉
風
」
を
比
較
し
て
み

よ
う
。
そ
の
差
異
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
予
想
通
り
、
安
永
年
聞
に
は
、
寺

社
よ
り
標
高
の
高
い
住
宅
地
が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
絵

扉
風
の
風
景
構
図
が
、
映
画
で
設
定
さ
れ
た
架
空
の
構
図
に
酷
似
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
都
市
化
さ
れ
て
い
な
い
今
日
の
港
町
の
多
く

が
同
様
の
構
図
を
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず

こ
の
構
図
が
心
理
的
安
定
感
(
発
展
可
能
性
を
含
ん
だ
う
え
で
の
)
を
与
え
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
ゃ
、
ま
た
、
他
の
町
並
み
と
の
比

較
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
時
期
に
は
、
寺
社
の
標
高
を
境
界
と
す
る
平
地

の
町
が
成
立
し
一
時
期
の
落
着
き
を
経
て
、
後
に
町
が
更
に
膨
張
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。

こ
こ
で
境
界
と
し
て
の
信
仰
対
象
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
寺
社
そ

し
て
墓
地
と
い
っ
た
信
仰
対
象
は
、
第
一
に
無
意
識
を
意
味
す
る
山
や
海
の
奥

深
く
設
置
さ
れ
て
未
知
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
目
的
と
さ
れ
る
場
合
と
、
第
二

に
意
識
的
な
住
宅
地
域
と
そ
れ
ら
無
意
識
的
な
地
域
と
の
境
界
に
設
置
さ
れ
て

無
意
識
界
へ
の
入
口
と
さ
れ
る
場
合
、
そ
し
て
第
三
に
住
宅
地
域
の
中
に
設
置

さ
れ
日
頃
親
し
く
崇
拝
す
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。
尾
道
に
お
い
て
そ
れ
ら
は
ど

の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
。

尾
道
に
お
け
る
寺
社
の
本
来
の
成
立
時
期
を
辿
る
の
は
、
他
の
地
域
に
お
け

る
も
の
と
同
様
に
伝
承
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
学
術
的
に
は
極
め
て
困



難
で
あ
る
。
し
か
し
、
創
建
に
限
定
せ
ず
再
建
を
含
め
て
文
書
資
料
に
よ
っ
て

整
理
し
て
み
て
も
、
ひ
と
つ
の
歴
史
的
傾
向
性
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
筈

で
あ
る
。
[
表
3
]
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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[表
3
]
尾
道
に
お
け
る
寺
社
の
創
建
も
し
く
は
再
建
の
年

西
国
寺

善 i大 i金 i持 i
勝 i山 i剛 i善!
寺 i寺 i院 i院 i

! l白i

;;;i 
天
平
(
七
二
九
l
四
九
)
頃
開
基
(
伝
)

延
久
(
一

O
六
九
|
七
四
)
頃
創
建
も
し
く
は
再
建

(
完
成
は
永
保
元
年
H

一
O
八
一
)
・
至
徳
三
(
一
三
八

六
)
年
再
興
(
金
堂
)

延
久
(
一

O
六
九
l
七
四
)
頃
創
建

延
久
(
一

O
六
九
|
七
四
)
頃
創
建

延
久
(
一

O
六
九
七
四
)
頃
創
建

天
平
(
七
二
四
l
四
九
)
頃
開
基
(
伝
)

慶
長
(
一
五
九
六
|
一
六
一
九
)
頃
中
興

千

光

寺

大

同

(

八

O
六
l
九
)
頃
創
建
(
伝
)

海
徳
寺
(
沖
の
道
場
)
弘
安
一

O
(
一
二
八
七
)
年
、
も
し
く
は

建
治
(
一
二
七
五
|
七
七
)
頃
創
建

常
称
寺

慈
観
寺

正
念
寺

海
福
寺

西
郷
寺

堂
字

正
和
二
(
一
三
=
ニ
)
年
、
も
し
く
は

正
応
(
一
二
八
八
|
九
一
ニ
)
頃
再
建

暦
応
三
(
一
三
四
O
)
年
建
立
(
足
利
尊
氏
)

主
貞
治
(
一
三
六
二
l
六
八
)
頃
創
建

元
和
八
(
一
六
二
二
)
年
再
建

天
保
八
(
一
八
三
七
)
建
立
(
橋
本
竹
下
)

天
正
二
(
一
五
七
四
)
年
開
基

元
応
(
一
三
一
九
|
二
一
)
頃
開
基

室
正
慶
(
一
三
三
二
!
三
四
)
頃
開
基

文
和
二
(
一
三
五
三
)
年
建
立
(
足
利
尊
氏
)

浄
土
寺

推
古
二
四
(
六
二
ハ
)
年
開
基
〈
伝
)

嘉
元
四
(
一
三
O
六
)
年
中
興

永
仁
六
(
一
二
九
八
)
年
中
興

海
龍
寺
(
旧
・
憂
茶
羅
寺
)

貞
治
六
(
一
三
六
七
)
年
頃
開
基

永
録
(
一
五
五
八
六
九
)
頃
再
建

光

明

寺

承

和

(

八

三

四

|

四

七

)

頃

開

基

建
武
三
(
一
三
三
六
)
年
再
建

宝

土

寺

貞

和

(

一

三

四

五

1

四
九
)
頃
再
興

持

光

寺

応

永

(

一

三

九

四

l

一
四
二
七
)
頃
、
も
し
く
は

永
徳
二
〈
二
二
八
二
)
年
再
興

天
寧
寺

正
授
競

応
永
元
(
一
三
九
四
)
年
開
基

慶
長
(
一
五
九
六
l

一
六
一
四
)
頃
中
興

妙

宣

寺

文

和

三

(

一

三

五

四

〉

年

創

建

福

善

寺

天

正

元

(

一

五

七

三

)

年

創

建

浄

泉

寺

天

文

一

二

〈

一

五

四

三

)

年

創

建

明
磨
(
一
六
五
五
1

五
七
)
頃
中
興

尊
光
寺立

大
岡
元
(
八
O
六
)
年
創
建
(
伝
)

八
幡
神
社
(
*
西
久
保
町
)

貞
観
(
八
九
五
|
七
七
)
創
建
(
伝
)

仁
治
(
一
二
四
O
ー
四
三
)
頃
再
建

至
徳
(
一
三
八
四
l
八
六
)
頃
中
興

寛
保
元
(
一
七
四
一
)
年

土
口
備
津
彦
神
社
(
一
宮
社
)

住
吉
神
社
(
*
土
堂
町
)

浄
土
寺
よ
り
移
転

[表
3
]
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
寺
院
の
殆
ど
が
鎌
倉
時
代
末
期

か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
に
、
創
建

や
再
建
、
中
興
と
い
っ
た
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
町
並
み

の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
経
済
的
に
は
飛
躍
的
な
豊
か

こ
の



さ
を
迎
え
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

歴
史
的
事
実
を
辿
れ
ば
、
嘉
応
元
年
(
一
二
ハ
九
)
に
、
そ
の
こ
ろ
後
白
川

院
領
と
な
っ
た
備
後
大
田
圧
(
世
羅
郡
一
帯
)
の
貢
米
を
京
に
回
漕
す
る
倉
敷

地
に
尾
道
を
指
定
し
た
こ
と
(
高
野
山
文
書
・
宝
簡
集
一
『
後
白
川
院
院
庁
下

文
』
)
に
そ
の
契
機
が
あ
る
。
そ
の
資
料
に
は
、
か
つ
て
は
地
方
在
住
の
所
有

者
が
新
興
の
平
氏
に
寄
進
し
、
当
時
は
平
重
衡
が
所
有
し
て
い
た
大
田
庄
を
重

衡
自
身
が
後
白
川
院
に
寄
進
し
た
と
さ
れ
る
が
、
応
徳
三
年
(
一

O
八
六
)
に

始
ま
っ
た
院
政
下
、
平
氏
が
寿
永
四
年
(
一
一
八
五
)
に
壇
ノ
浦
に
滅
亡
す
る

時
を
間
近
に
し
て
、
力
関
係
の
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い

る
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
西
国
寺
の
門
前
町
と
し
て
、
今

日
の
西
久
保
町
を
中
心
に
聞
け
つ
つ
あ
っ
た
尾
道
の
町
並
み
に
決
定
的
な
変
化

を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
尾
道
が
港
町
と
し
て
本
格
的
に
発
展
し
は
じ
め
た
の

で
あ
る
。

嵐景と象徴

続
い
て
文
治
二
年
(
二
八
六
)
、
後
白
川
院
は
太
田
圧
を
高
野
山
金
剛
峯

寺
に
寄
進
す
る
(
高
野
山
文
書
・
宝
簡
集
一
『
後
白
川
院
院
庁
下
文
』
)
。
こ
れ

は
、
『
新
修
尾
道
市
史
第
一
巻
』
(
青
木
茂
著
・
尾
道
市
役
所
・
昭
和
四
六

年
)
に
よ
る
と
、
前
年
に
滅
ん
だ
平
氏
へ
の
鎮
魂
と
し
て
の
宗
教
的
理
由
で
あ

る
と
さ
れ
る
(
七
=
了
七
五
頁
)
。
従
っ
て
、
そ
の
後
ま
す
ま
す
後
白
川
院
の

庇
護
は
盛
ん
に
な
る
。
建
久
七
年
(
一
一
九
六
)
に
浄
土
寺
が
後
白
川
院
の
勅

願
所
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
を
象
徴
す
る
(
浄
土
寺
文
書
)
。

そ
の
後
、
政
権
の
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
例
え
ば
元
弘
三
年
(
一
三
三
三
)
、

後
醍
醐
天
皇
が
浄
土
寺
に
因
島
地
頭
職
を
寄
進
し
た
り
(
浄
土
寺
文
書
『
後
醍

醐
天
皇
輪
旨
』
)
、
建
武
三
年
(
一
三
三
六
)
、
足
利
尊
氏
が
浄
土
寺
に
備
後
得

良
郷
地
頭
職
を
寄
進
し
た
り
(
浄
土
寺
文
書
『
尊
氏
寄
進
状
』
)
な
ど
、
権
力

者
の
庇
護
は
継
続
す
る
。
ま
た
、
備
後
の
守
護
山
名
氏
も
西
国
寺
を
再
興
さ
せ

99 

る
な
ど
尾
道
の
発
展
に
尽
く
す
。
こ

れ
ら
は
、
尾
道
の
海
運
基
地
と
し
て

の
重
要
さ
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、

尾
道
の
海
運
業
者
の
財
力
の
大
き
さ

を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
更

に
、
財
力
を
信
仰
と
い
う
心
の
支
え

に
用
い
る
の
は
、
町
の
人
々
の
日
常

生
活
に
於
い
て
、
指
針
が
明
確
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
が
少
な
い

統
合
的
生
き
方
を
保
証
す
る
も
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
幾
度
か
の
変
遷

を
経
な
が
ら
も
今
日
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の
寺
社
が
古
来
の
儀
式
や
祭
り
を

守
り
つ
つ
存
続
し
て
い
る
と
い
う
事
実
(
例
え
ば
、
十
一
月
に
行
わ
れ
る
吉
備

津
神
社
の
ベ
ッ
チ
ャ

l
祭
り
。
(
写
真
9
)
)
も
、
尾
道
の
町
と
し
て
の
統
合
性

が
高
い
レ
ベ
ル
で
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
室
町
時
代
ま
で
に
海
港
尾
道
の
経
済
的
、
社
会
的
基
盤
は
確
定

し
た
。
そ
の
後
、
歴
史
が
語
る
よ
う
に
海
運
の
需
要
は
増
す
一
方
で
、
例
え
ば
、

豊
臣
秀
吉
の
「
継
ぎ
船
」
ゃ
、
江
戸
期
の
「
北
前
船
」
な
ど
、
尾
道
は
常
に
海

運
の
重
点
的
中
継
港
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
続
け
た
。

し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
絵
図
な
ど
に
よ
る
と
町
並
み
と
し
て
は
急
な

崖
を
は
い
上
が
る
程
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
文
化
二
ニ
年

(
一
八
一
六
)
の
『
尾
道
志
稿
』
(
亀
山
士
綱
著
)
に
よ
れ
ば
、
尾
道
の
街
は
、

久
保
町
、
十
四
日
町
、
土
堂
町
で
あ
る
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
海
岸
寄
り
の
町
で

あ
る
。
ま
た
、
今
日
の
原
山
陽
本
線
沿
い
山
側
の
墓
地
(
天
寧
寺
墓
地
、
宝
土

寺
墓
地
な
ど
)
を
調
べ
る
と
、
墓
石
建
立
の
多
く
は
元
禄
、
天
明
、
文
化
、
文 写真9:ベッチャー祭りの面と棒
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政
で
あ
り
、
幕
末
近
く
ま
で
、
そ
れ

よ
り
上
に
は
住
宅
が
さ
ほ
ど
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(
写
真
叩
)
ま
た
、
土
地
の
不
足
を

補
う
為
に
は
む
し
ろ
、
元
禄
こ
ろ
か

ら
埋
立
て
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
、
町
奉
行

平
山
角
左
衛
門
の
指
導
で
完
成
し
た

「
住
吉
浜
」
は
そ
の
典
型
で
あ
る

(
完
成
と
同
時
に
住
吉
神
社
を
そ
の

地
に
移
転
、
現
在
に
至
る
。
)

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
尾
道
の
風
景
の
本
質
的
意
味
は
「
港
町
」
で

あ
り
続
け
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
も
、
宗
教
に
よ
る
精
神
的
安
定
と
、
海
と

い
う
聞
け
た
空
間
に
よ
っ
て
質
量
と
も
に
十
分
な
可
能
性
を
は
ら
ん
だ
高
レ
ベ

ル
の
統
合
性
を
持
つ
「
海
運
都
市
」
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
絵
図
を
観
察
す
る

場
合
、
城
下
町
な
ど
で
は
町
の
中
心
が
は
っ
き
り
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
尾
道

の
場
合
、
中
心
が
暖
昧
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
紙
本
著
色
尾
道
絵
扉
風
」
に

お
い
て
も
、
政
治
の
中
心
と
し
て
の
奉
行
所
は
、
映
像
左
下
の
、
映
像
の
心
理

学
的
分
析
を
す
る
場
合
に
は
最
も
無
意
識
的
要
因
の
強
い
領
野
に
描
か
れ
る
。

か
と
い
っ
て
ど
こ
か
が
強
く
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
そ
れ
も
な
く
、
山
と

寺
社
と
家
々
と
港
と
が
水
平
の
層
を
為
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、

と
り
た
て
て
突
出
し
た
映
像
を
示
す
な
ら
ば
、
今
日
の
中
央
埠
頭
に
当
た
る
、

住
吉
神
社
西
の
埠
頭
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
尾
道
は
町
ぐ
る
み
「
海
運
都
市
」
で

あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
考
察
全
体
の
中
で
は
寺
社
の
存
立
な
ど
を

も
含
ん
だ
風
景
の
継
続
状
況
か
ら
み
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
間
に
町
の
本
質

写真10:路傍の石仏や供養碑・東土堂町

に
関
わ
る
質
的
変
化
は
無
か
っ
た
と
吾
一
早
え
よ
う
。

で
は
、
明
治
以
降
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
海
運
を
中
軸
と
し
た
尾
道
の
経
済

は
、
近
世
末
期
に
、
天
災
や
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
他
の
地
域
と
同
様
、

混
乱
と
衰
退
を
経
験
す
る
。
室
町
時
代
か
ら
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
小
物
屋
の

没
落
(
天
明
六
年
H

一
七
八
六
)
を
は
じ
め
、
唐
津
屋
の
没
落
(
文
化
一
二
年
日

一
八
一
五
・
名
跡
絶
家
)
、
大
紺
屋
の
信
用
失
墜
(
文
化
二
二
年
H

一
八
二
ハ
)
、

な
ど
、
『
新
修
尾
道
市
史
第
五
巻
』
(
青
木
茂
著
・
尾
道
市
役
所
・
昭
和
五

一
年
)
に
よ
れ
ば
混
乱
の
資
料
も
報
告
さ
れ
て
い
る
(
三
O
九
頁
以
降
)
。
し

か
し
、
維
新
後
、
明
治
十
年
代
と
も
な
れ
ば
、
日
本
全
体
の
景
気
の
発
展
と
と

も
に
、
尾
道
の
経
済
も
発
展
す
る
。
明
治
一
七
年
(
一
八
八
四
)
に
は
大
阪
商

船
会
社
の
新
寄
港
地
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
『
新
修
尾
道
市
史
第
四
巻
』

(
青
木
茂
著
・
尾
道
市
役
所
・
昭
和
五
O
年
)
所
収
の
資
料
に
よ
る
と
(
三
七

頁
)
、
明
治
一
二
年
(
一
八
八
八
)
に
比
し
て
明
治
二
七
年
(
一
八
九
四
)
に

は
、
尾
道
港
出
入
り
の
船
舶
の
う
ち
蒸
気
船
の
噸
数
は
二
五
%
増
、
西
洋
型
風

帆
船
の
噸
数
は
九
O
%
増
、
日
本
型
船
の
石
数
は
三
O
%
増
で
あ
る
。
そ
の
後
、

日
本
経
済
は
明
治
四

0
年
代
の
日
露
戦
争
後
の
戦
勝
景
気
、
ま
た
、
大
正
初
期

の
好
景
気
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
間
、
尾
道
も
海

運
、
中
継
貿
易
港
と
し
て
の
機
能
を
順
調
に
持
続
さ
せ
、
町
並
み
は
次
第
に
拡

大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
拡
大
の
過
程
で
、
急
な
斜
面
に
も
住
宅
が
立
ち
並
び
始

め
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

小
学
校
の
設
立
に
着
目
し
て
み
る
と
、
久
保
小
学
校
が
、
明
治
六
年
(
一
八

七
三
)
に
土
堂
町
天
寧
寺
に
設
立
さ
れ
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
に
久
保
町

に
移
転
し
た
の
が
最
も
古
い
。
現
在
、
ま
さ
に
急
斜
面
に
あ
る
土
堂
小
学
校
は
、

明
治
三
三
年
(
一
九
O
O
)
に
土
堂
町
の
現
西
日
本
銀
行
・
明
治
生
命
の
地
に

設
立
さ
れ
、
現
在
地
に
移
転
し
た
の
が
明
治
三
七
年
(
一
九
O
四
)
で
あ
る
。



従
っ
て
土
堂
町
か
ら
千
光
寺
に
至
る
坂
の
町
は
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
聞
け
た
こ
と

が
推
測
出
来
る
。
ま
た
、
同
じ
く
斜
面
に
建
つ
長
江
小
学
校
は
、
明
治
四
一
年

設
立
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
こ
の
こ
ろ
よ
り
開
け
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
時
期
が
先
に
述
べ
た
戦
勝
景
気
の
時
期
と
合
致
す
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
。

嵐景と象徴

ま
た
、
別
の
資
料
も
あ
る
。
尾
道
は
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
四
月
一
日

を
も
っ
て
町
制
を
施
行
す
る
が
、
こ
の
時
の
範
囲
は
旧
尾
道
の
尾
崎
、
久
保
、

十
四
日
、
土
堂
の
四
町
に
、
東
御
所
、
西
御
所
の
二
町
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
西
御
所
町
は
埋
立
後
ま
も
な
く
で
ま
だ
人
家
も
少
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
更
に
市
制
堵
」
刊
の
為
に
三
軒
家
町
の
編
入

を
強
く
望
ん
だ
。
町
制
施
行
後
す
ぐ
に
町
議
会
に
提
出
さ
れ
た
「
市
制
町
村
制

施
行
之
答
申
」
、
す
な
わ
ち
市
制
施
行
の
請
願
に
よ
れ
ば
、
地
形
上
尾
道
の
工

商
の
利
益
は
東
西
南
の
三
方
に
あ
り
、
漸
次
西
に
向
か
っ
て
聞
け
つ
つ
あ
る
こ

と
を
述
べ
、
更
に
、
隣
の
栗
原
村
三
軒
家
に
つ
い
て
は
、
「
尾
道
土
堂
町
ノ
西

端
ニ
接
続
シ
、
街
衝
ノ
形
状
町
村
同
一
ニ
シ
テ
区
別
ナ
ク
、
行
路
ノ
人
ハ
其
ノ

経
界
ヲ
知
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
至
ル
。
」
と
述
べ
、
居
住
者
は
尾
道
が
狭
い
の

で
自
ら
住
み
着
い
た
も
の
が
町
を
為
し
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
土
堂
町
の
斜
面
や
三
軒
家
町
の
斜
面
が
こ
の
こ
ろ
に
は
住
宅
地
と
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

更
に
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
に
町
の
有
力
者
た
ち
の
多
く
に
よ
っ
て

提
出
さ
れ
た
「
鉄
道
敷
設
線
路
変
更
願
」
の
一
条
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

今
日
の
且
山
陽
本
線
の
路
線
を
現
在
の
よ
う
に
敷
設
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
反
対
理
由
の
ひ
と
つ
に
鉄
道
予
定
路
線
以
北
に
含
ま
れ
る
多
く

の
寺
院
に
参
拝
す
る
の
に
不
便
か
つ
危
険
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
以
北
に
は
十

分
の
一
の
人
口
し
か
な
い
、
と
、
以
南
に
住
む
多
く
の
住
民
の
不
便
を
訴
え
て

101 

い
る
。
幾
分
の
誇
張
も
考
え
ら
れ
は
す
る
が
、
鉄
道
以
北
の
坂
の
町
の
当
時
の

状
況
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
志
賀
直
哉
は
、
大
正
元
年
(
一
九
一
二
)
秋
に
尾
道
に
留
ま
り
後
に

『
暗
夜
行
路
』
と
し
て
完
成
す
る
(
昭
和
一
二
年
H

一
九
三
九
)
作
品
の
執
筆

に
か
か
る
。
阿
川
弘
之
に
よ
れ
ば
(
角
川
文
庫
版
『
暗
夜
行
路
』
、
昭
和
四
二

年
、
作
品
解
説
)
、
尾
道
部
分
の
時
代
は
大
正
二
|
四
年
(
一
九
一
三
|
五
)

辺
り
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
作
品
(
第
二
の
二
)
か
ら
尾
道
の
様
子
が

次
の
様
に
推
測
さ
れ
る
。
ま
ず
、
千
光
寺
登
山
道
に
関
し
て
は
、
光
明
寺
か
ら

う
ね
っ
た
小
道
が
幾
つ
も
あ
り
、
登
っ
て
い
け
ば
麦
畑
や
三
軒
長
屋
が
あ
り
、

千
光
寺
に
近
い
石
段
に
は
二
、
三
軒
の
茶
屋
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
辺
り
に
は

商
家
の
小
さ
な
隠
居
家
が
あ
る
。
次
に
千
光
寺
山
か
ら
見
下
ろ
せ
ば
、
尾
道
の

町
は
細
い
幅
と
は
不
釣
り
合
い
に
東
西
に
延
び
て
い
る
。
更
に
、
海
沿
い
の
尾

道
の
「
町
」
(
千
光
寺
山
斜
面
は
「
町
」
と
は
表
現
さ
れ
な
い
。
)
で
の
様
子
は
、

「
道
幅
は
狭
か
っ
た
が
、
庖
々
に
は
割
り
に
大
き
な
家
が
多
く
、
一
体
に
充
実

し
て
、
道
行
く
人
々
も
生
き
生
き
と
活
動
的
」
と
、
斜
面
の
寂
し
げ
な
様
子
に

対
し
て
、
繁
華
な
様
子
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
次
第
に
、
斜
面
は
貸

長
屋
、
隠
居
家
な
ど
か
ら
今
日
の
住
宅
街
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

場
合
。

か
く
し
て
、
「
尾
道
の
坂
」
は
、
そ
の
本
質
を
語
れ
ば
、
ま
ず
歴
史
的
に
は

「
信
仰
あ
る
海
運
都
市
」
と
し
て
の
発
展
の
延
長
と
し
て
、
本
来
は
信
仰
の
地

と
し
て
の
未
知
の
領
域
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
出
来
上
が
っ
て
き
た
住
宅
地
の
象

徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
住
宅
地
で
あ
る
の
か

を
暗
示
す
る
資
料
と
し
て
も
、
先
に
あ
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
読
む
こ
と
が

出
来
る
。
す
な
わ
ち
内
実
的
に
は
、
坂
の
町
は
主
に
労
働
者
で
あ
る
新
興
住
民

の
町
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
遥
か
に
拡
が
る
海
を
見
下
ろ
す
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地
形
か
ら
も
、
ま
た
、
海
運
都
市
尾
道
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
象
徴
と
し
て

も
、
発
展
の
「
過
程
」
を
意
味
す
る
心
理
構
造
的
地
形
か
ら
も
、
一
種
独
特
の

活
気
と
ロ
マ
ン
を
有
し
た
。
心
理
的
に
は
、
本
来
人
が
踏
み
込
ま
な
い
害
の
場

所
に
、
町
の
産
業
を
担
う
住
民
が
住
居
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
は
、
町
の
成
長
を

視
覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
し
て
質
の
高
い
歴
史
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
住
宅
地
の
意
味
も
重
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
わ
が
国

海
運
業
全
体
の
不
振
か
ら
、
人
口
の
漸
減
を
招
い
て
は
い
る
も
の
の
、
戦
災
を

免
れ
た
坂
の
町
は
、
今
日
な
お
、
往
年
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
家
々
を
残
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
家
屋
の
老
朽
化
を
計
算
に
入
れ
れ
ば
、
昭

和
前
半
期
に
建
築
さ
れ
た
家
々
が
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
が
当

時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
造
り
で
、
今
日
の
我
々
の
眼
に
も
美
し
く
、
そ
し
て
、

な
つ
か
し
く
映
る
の
は
、
歴
史
的
に
も
地
形
的
に
も
、
坂
と
い
う
財
産
が
支
え

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
二

O
世
紀
末
の
今
日
を
生
き
る
す
べ
て
の
人
々

の
共
同
主
観
に
と
っ
て
、
そ
の
風
景
は
現
代
と
い
う
大
人
が
成
長
し
つ
つ
あ
っ

た
時
代
を
表
現
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
映
画
に
戻
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
町

の
風
景
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
ひ
と
り
の
映
画
監
督
が
人
生
の
半
ば
に
し
て

少
年
を
描
く
時
、
テ
ー
マ
と
し
て
の
少
年
の
「
成
長
過
程
」
と
坂
の
町
の
歴
史

的
成
長
が
象
徴
的
に
重
な
り
、
こ
の
坂
の
町
の
「
成
長
過
程
」
と
い
う
本
質
的

な
意
味
を
普
遍
的
に
、
鋭
く
そ
し
て
さ
り
げ
な
く
表
現
す
る
。
そ
の
表
現
方
法

の
ひ
と
つ
が
、
架
空
の
尾
道
の
構
図
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な

わ
ち
、
歴
史
を
顧
れ
ば
尾
道
が
激
し
く
成
長
し
た
時
代
の
証
と
し
て
の
「
坂
」

を
、
現
実
の
風
景
か
ら
切
り
取
っ
て
、
最
も
安
定
的
な
時
代
の
構
図
へ
と
組
み

込
ん
で
、
映
像
的
効
果
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
小
論
を
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
貴
重
な
御
指
摘
を
戴
い
た
大
林
宣

彦
監
督
、
そ
し
て
、
筆
者
の
質
問
に
例
外
な
く
好
意
的
に
お
答
え
頂
い
た
多
く

の
尾
道
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
雨
の
中
を
竜
王
山
頂

に
ま
で
調
査
の
足
を
延
ば
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
生
、

O
G
の
諸
君
、
お
よ
び
、

カ
メ
ラ
を
抱
え
て
幾
度
も
町
を
歩
い
て
く
れ
た
長
女
に
も
感
謝
す
る
。

福
岡
女
学
院
大
学
助
教
授
)

(
あ
ら
き

ま
さ
み

註(
1
)
方
法
の
詳
細
は
、
拙
論
「
風
景
の
現
象
学
島
根
県
津
和
野
の
構
造
と
本
質
l
」

(
「
福
岡
女
学
院
大
学
紀
要
第
一
号
」
、
一
九
九
一
年
二
月
発
行
)
参
照
。

(
2
)
映
画
『
さ
び
し
ん
ぼ
う
』
(
一
九
八
五
・
東
宝
配
給
)
、
原
作
・
山
中
恒
、
監
督
・

大
林
宣
彦
、
脚
本
・
剣
持
亘
・
内
藤
忠
司
・
大
林
宣
彦
、
記
録
・
黒
岩
美
穂
子
。

(
3
)
箱
庭
療
法
の
技
法
に
つ
い
て
は
、
河
合
隼
雄
編
『
箱
庭
療
法
入
門
』
(
誠
信
書
房
、

一
九
六
九
)
、
ド
ラ
・
M
・
カ
ル
フ
/
河
合
隼
雄
監
修
/
大
原
貢
・
山
中
康
裕
共

訳
『
カ
ル
フ
箱
庭
療
法
』
、
な
ど
が
あ
る
。

(
4
)
。・

0
・仏ロロ
m
J
M
0
0曲
目
印

5
5
0
H窓
口
巧
由
吋
宮
町
・
J

d

『同
HHRt〈
R
E
m
-

]
石
田
斗
¥
¥
]
{
由
斗

m-ω
・
九
日
間
H

・

(
5
)
F
E・
ω・印回目・

(
6
)
シ
ナ
リ
オ
は
、
「
シ
ナ
リ
オ
胤
位
一
九
八
五
・
五
」
(
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
)

a
q
 

お
よ
び
『
日
本
映
画
シ
ナ
リ
オ
選
集
昭
和
六
十
年
度
版
』
(
映
入
社
)
。

(
7
)
回
江
}
同
国
・
回
ユ
}
内
田
O
ロ
R
E
S
H仲
許
可

m
ロ門ご『冊一巴『冊。uB-由
J

d
『・
4

『
-
Z
o
ユO
ロ・

sg¥Hug--u・
HN由
・
邦
訳
は
、
小
此
木
啓
吾
訳
編
『
自
我
同
一
性
』
(
誠
信

書
房
、
一
九
七
三
)
、
一
五
八
頁
。

*
全
体
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
資
料
、
地
図
な
ど
の
う
ち
主
な
も
の
は
次
の
通
り
。

青
木
茂
著
『
新
修
尾
道
市
史
』
、
金
六
巻
、
尾
道
市
役
所
、
昭
和
四
六
l
五
二
年
。

朝
井
柾
善
著
『
尾
道
と
足
利
尊
氏
』
、
歴
史
研
書
房
、
昭
和
六
二
年
。

尾
道
市
教
育
委
員
会
編
集
・
発
行
『
尾
道
の
文
化
財
』
、
昭
和
六
三
年
。

『
ゼ
ン
リ
ン
の
住
宅
地
図
尾
道
市
(
向
島
町
)
』
、
ゼ
ン
リ
ン
、
一
九
九
O
年。

『
シ
テ
イ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
尾
道
市
(
付
向
島
町
)
・
因
島
市
他
』
、
山
陽
地
学
、

一
九
九
O
年。

『
エ
ア
リ
ア
マ
ッ
プ

尾
道
市
』
、
昭
文
社
、

一
九
九
O
年。


